
５　新規高等学校卒業予定者対象の求人申込み等について

ハローワークへの求人申込みは、
　①　求人者マイページを活用する方法（Ｐ６８〜Ｐ６９）
　　　ハローワークインターネットサービスの求人者マイページの求人仮登録機能を利用する。
　②　ハローワーク内に設置されている来所者端末により行う方法
　　　来所者端末の求人仮登録機能を利用して、求人申込みデータの内容を仮登録する。
　③　求人申込書【高卒】（Ｐ２４～Ｐ３１）により行う方法
　①〜③のいずれかにより行ってください。
　※�ハローワークに求人を申し込んだことがある場合（事業所登録手続きが完了している場合）は、事

業所情報の入力（仮登録）は省略されます。
　※住所を管轄（求人申込を）するハローワークにおいて事業所登録が必要です。
　※一連の流れは一般求人申込と同様です。

⑴　求人の受理
　①�　求人申込書【高卒】（Ｐ２４～Ｐ３１）は、適正な求人条件の確保、早期推薦・選考の防止などの見

地から、事業所を管轄するハローワーク（Ｐ７９参照）で６月１日から受付を開始し、受理・確認い
たします。

　　�　高等学校への求人申込みは、ハローワークで求人内容等について確認を受けた高卒用求人票で
行ってください。

　②　求人申込書【高卒】は職種別に作成してください。
　③�　求人申込書【高卒】は、ハローワークにおいて内容を確認し、７月１日から高卒用求人票を求人

者へお返しします。
　④�　求人者は、ハローワークの確認を受けた高卒用求人票を７月１日以降に高等学校へ持参するか送

付してください。
　　�　なお、高等学校では、ハローワークの確認がない高卒用求人票に生徒を推薦できませんので、ご

承知おきください。
　　※民間職業事業者を活用する場合は、この限りではありません。
　⑤�　募集を希望する学校（推薦依頼校）がある場合は、推薦依頼高校一覧（Ｐ３３）を作成し、ハロー

ワークの確認を受けてください。また、学校に求人票を持参または送付する際に添付してください。

⑵　応募前職場見学
　�　生徒が応募・推薦前の求人事業所に対する職場見学を行うことは、生徒自らが応募先企業を選定・
確認する良い機会となることから、応募前職場見学（夏休み期間中等）受入可能な求人者は、「応募前
職場見学実施予定表（Ｐ３２参照）」も提出してください。

⑶　求人情報の提供
　①�　ハローワークで受理した高卒求人は、「高卒就職情報ＷＥＢ提供サービス」を通じて全国の高等学

校の進路指導担当者に公開します（求人申込書の公開希望欄を「公開する」とした場合）。
　　　また、全国のハローワークで共有します。
　②�　高等学校、ハローワーク相談窓口、就職面接会等において、広く就職希望の生徒に提供します。
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⑸　推薦の開始
　�　紹介 ( 推薦 ) は、全国統一応募用紙（Ｐ４５～Ｐ４６）により、９月５日以降に到着するよう学校から
送付されます。

⑹　選考の開始
　�　選考開始の時期は９月１６日以降です。
　�　なお、面接等の採用選考を行わずに、応募書類のみで採否を決定することは事前選考となります。
　�　また、適性検査等や筆記試験のみで採否を決定することは、職業経験のない生徒の適性や能力を適
切に測れず正確な評価に欠けるおそれがあることから、総合的に評価するためにも必ず面接を行って
ください。

⑺　選考結果の通知
　①�　採否結果は、できる限り速やかに（採用選考後、おおむね７日以内）本人及び高等学校に通知し

てください。
　　　なお、高等学校あての通知には「本人通知済み」と付記してください。
　②　不採用となった生徒の応募書類については、速やかに高等学校へ返送してください。
　③�　採用により求人が充足しましたら、速やかに高卒求人を申し込まれたハローワークへ連絡をお願

いします（※連絡がない場合は求人公開が2026年６月30日まで継続され、求人者・生徒双方にご迷
惑をおかけしますので、ご協力をお願いします）。

⑻　応募書類等
　�　高等学校から求人者へ送付される応募書類は、全国統一応募書類（Ｐ４５～Ｐ４６参照）となってい
ますので、それ以外の「独自の社用紙」や「戸籍謄（抄）本」等の提出は求めないでください。
　�　また、採用試験（学科・面接）を実施される場合は、応募者の基本的人権を侵すことなく、募集職
種の作業遂行能力の判定上必要なものだけにとどめてください。

⑼　就業開始日
　　採用を決定した者の就業開始日は卒業後（卒業式の翌日以降）となります。
　　また、実習や研修についても、学校教育に支障を来すことが考えられるため、卒業後となりますの
でご注意ください。

　専修学校の高等課程（中学校又はそれに準ずる学校を卒業した者等を対象として設置される高等
課程）を対象とした求人は、上記に準じた取扱いとなります。

　学校卒業予定者の就職活動については特に配慮が必要であり、求人内容の変更、募集人員の削
減・募集の中止（充足以外）は、学生・生徒の就職活動に多大な影響を与え、円滑な就職の妨げと
なるものです。
　求人内容の変更、募集人員の削減・募集の中止は行わないよう、慎重な採用計画による求人募集
をお願いします。

注 意

注 意

⑷　求人の連絡
　�　求人情報を提供したい地域がある場合には、「全国高校便覧（高卒就職情報ＷＥＢ提供サービス内
https://koukou.gakusei.hellowork.mhlw.go.jp）」を参考に、希望する地域の高等学校へ高卒用求人票
（写）を送付してください。
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申合せ事項

令 和 ７ 年 ３ 月
山梨県高等学校就職問題検討会議

　山梨労働局、公共職業安定所、山梨県、山梨県教育委員会、山梨県高等学校長協会、山梨県高等学校教
育研究会進路指導部会、山梨県経営者協会、山梨県商工会議所連合会、山梨県中小企業団体中央会、山梨
県商工会連合会で構成する山梨県高等学校就職問題検討会議において、令和８年３月新規高等学校卒業者
の正常な学校教育の維持及び適正な職業紹介の円滑な推進を図るため、次の事項について申合せが確認さ
れました。

１．応募・推薦等について
（１）令和８年３月新規高等学校卒業者の応募・推薦については、令和７年１０月１４日までは一人の
生徒に同時並行して複数の応募・推薦を不可としますが、令和７年１０月１５日以降は複数応募・
推薦を可能とします。

（２）事業主の方には、令和７年１０月１５日以降においても採用選考機会の拡大をお願いします。ま
た、求人が充足・取消となった場合においては、速やかに学校及びハローワークへ連絡をお願いし
ます。

（３）複数応募・推薦に伴い、複数の企業から内定を得た場合に生じる生徒側からの採用辞退に対して、
企業側の理解をお願いします。

２．求人の指定校制について
　企業が学校を指定して求人募集を行うことは、均等な就職機会の確保の観点からは望ましいもの
ではありませんが、その職種や仕事内容から学校・学科の指定等に一定の合理性が認められる場合
があることを考慮し、事業主の方々には出来る限り求人の共有化をお願いします。

３．高校求人の確保について
　応募・推薦については上記１に示したとおりですが、当該申合せを履行するうえで、求人の確保
は必要不可欠であります。このため、企業・学校・行政においては、高校生の求人確保に最大限努
力するようお願いします。

４．応募に係る採否通知について
　応募に対する採否の通知については、可能な限り速やかに応募者(学校を含む)に通知されるよう、
最大限企業側に協力をお願いします。

５　応募前職場見学について
　募集する求人の職種やその仕事内容を生徒が理解しやすくなるよう、企業は職場見学が可能とな
るよう配慮をお願いします。
　生徒が自身の適性を探求し、応募に向け意思を醸成するため、可能な限り応募前職場見学を活用
できるよう、企業・学校ともに最大限協力をお願いします。

令和８年３月新規高等学校卒業者に係る就職について
（申合せ）
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